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10 2021 年は当別町 150 周年

新規就農のススメ
花のまち 当別町の高い生産技術を
新たな担い手へつなぎます

集中連載 第３回

　米の生産調整が始まった昭和 45年から花き栽培の
機運が高まり、昭和 47年に若手農家 6名で「当別花
卉生産組合」を設立。組織的な生産が始まる。

　当別町農業総合支援センターでは、担い手の減少や
高齢化に伴う人手不足の課題解決に向けて、データの
収集と分析を行いマニュアル化する、データを活用し
た農業の体制づくりに取り組んでいます。

■問合せ　
　当別町農業総合支援センター（☎ 23－ 2552）

当別町農業総合支援センターでは当別町農業総合支援センターでは
花き栽培でスマート農業の実証事業に取り組んでいます花き栽培でスマート農業の実証事業に取り組んでいます

低コストでできるスマート農業低コストでできるスマート農業
（導入コスト低減や効率的な活用など）（導入コスト低減や効率的な活用など）

スマート農業を導入しやすい栽培環境づくりスマート農業を導入しやすい栽培環境づくり
（ハウス規格や栽培密度などの統一化など）（ハウス規格や栽培密度などの統一化など）

　組合を挙げて栽培技術を確立し、平成４年には選花
作業の効率化と規格統一を図るため、上当別に集出荷
施設を建設し、選花機を導入。

　「高品質生産」と「安定供給体制の構築」を強みに、
徐々に産出量を拡大。ピーク時の平成 10年には、花
き生産者計 100 戸で 13 億９千万円を産出、北海道
切り花品評会で多数の賞を受賞するなど、高い市場評
価により全道有数の産地として確立。

　近年は、労働力不足や技術伝承が課題となり減少傾
向に転じ、令和２年は生産者計 83戸で９億５千万円
の産出額となっている。

データの見える化　　データの共有データの見える化　　データの共有

連携・協力連携・協力
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実証事業に取り組んでいる木屋路さんと齊藤さんに実証事業に取り組んでいる木屋路さんと齊藤さんに
お話をお聞きしましたお話をお聞きしました

当別町出身の 47歳。町内有数のユ
リの出荷量を誇る若葉地区の農家の
５代目。平成 27年から当別花卉生
産組合の理事と、ユリ部会長、チュー
リップ部会長を務める。

木屋路 尚史さん

岩見沢市出身の 38歳。弁華別地区で
新規就農し７年目。令和2年から当別
花卉生産組合の副組合長を務める。

齊藤 義也さん齊藤 義也さん

自動かん水システム自動かん水システム
　ユリの栽培では、適切なかん水（水
やり）が重要です。この自動かん水
システムでは、時間や土壌水分率を
設定して、かん水作業を自動化し、
適切な水分量を維持します。

　就農した始めの頃は、水分量の管理が難しく、
自分のやり方が正しいかどうかわからず、何度も
土を掘って確認していました。
　基準の水分量がマニュアル化され、センサーで
水分量の数値が確認できたら、花き栽培を新たに
始める方も安心して作業ができると思います。

　花きの品質は温度管理が重要なため、データや
システムを活用して、効率的に高品質の花を生産
できると良いと思います。
　また、花き生産は手作業が多いので、かん水作
業が自動化されると、その時間を他の作業に充て
ることができるので、とても助かります。

環境モニタリング装置環境モニタリング装置

かん水の時間や土壌水分量を設定 花の根元にかん水します

温度、日射量、土壌水分などを測定

カメラで定時撮影して成育を記録

測定したデータはWEB上にアップ

データはスマホなどで随時確認可能

　花き栽培のマニュアル化のために
は、客観的なデータの蓄積が必要で
す。この装置で蓄積されたデータを
関係者で共有し、効率的に栽培する
ためのマニュアルづくりに活かされ
ます。
　数値化されたマニュアルを基に栽
培することで、新規就農者でも高品
質の花きが栽培できることを目指し
ます。


